
　

同
志
社
大
学
経
済
学
部「
卒
業
生
の
つ
ど
い
」

が
２
０
１
９
年
７
月
６
日
（
土
）、
京
都
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
で
、
先
生
、
会
員
約
９
０
名
の
参

加
を
得
て
、
午
後
４
時
か
ら
総
会
・
講
演
会
・

懇
親
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
司

会
を
同
経
会
執
行
理
事
中
谷
豊
美
さ
ん
（
昭
和

５
４
年
卒
）
が
務
め
ら
れ
、
同
経
会
総
会
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
則
に
則
り
服
部
盛
隆
同
経
会
会
長
（
昭
和

４
１
年
卒
）
が
議
長
と
な
り
、
議
事
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
会
計
年
度
が
変
更
さ
れ

た
た
め
、変
則
的
な
提
案
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
は
、
３
月
末
ま
で
の

会
計
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
１
号
議
案
「
２
０
１
８
年
度
と

２
０
１
９
年
１
月
か
ら
３
月
の
事
業
報
告
並
び

に
決
算
報
告
」
第
２
号
議
案
「
２
０
１
９
年
度

事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
」
が
一
括
上
程
さ

れ
「
２
０
１
８
年
度
と
２
０
１
９
年
１
月
か
ら

３
月
の
事
業
報
告
」「
２
０
１
９
年
度
事
業
計

画
」
に
つ
い
て
は
小
平
真
滋
郎
専
務
理
事
（
昭

和
５
５
年
卒
）
よ
り
、
学
部
同
窓
会
連
絡
会
の

開
催
、
委
員
長
会
議
の
開
催
、
同
経
会
賞
の
授

与
、海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
学
生
派
遣
、

同
経
会
報
の
発
行
、
新
し
い
会
費
シ
ス
テ
ム
、

卒
業
生
の
つ
ど
い
、
同
経
会
東
京
・
大
阪
・
名

古
屋
の
つ
ど
い
、
し
め
た
会
の
開
催
の
詳
細
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
、
か
ね
て
か

ら
の
念
願
で
あ
っ
た
名
古
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

立
ち
上
げ
ら
れ
、
同
経
会
名
古
屋
の
つ
ど
い
が

４
５
名
の
参
加
者
の
も
と
開
催
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
が
実
施
さ

れ
た
こ
と
、
そ
し
て
今
後
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
こ
れ
に
伴
う
２
０
１
８
年
度
と

２
０
１
９
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
決
算
報

告
、
２
０
１
９
年
度
予
算
案
が
鍵
圭
一
郎
会
計

責
任
者
（
平
成
１
年
卒
）
よ
り
説
明
さ
れ
、
小

杉
將
之
幹
事
（
平
成
１
年
卒
）
よ
り
会
計
監
査

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
第
１
，
２
号
議
案
に
つ

い
て
諮
ら
れ
た
結
果
、
議
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
第
３
号
議
案
「
そ
の
他
」
と

し
て
、
服
部
会
長
よ
り
「
総
会
の
承
認
を
求
め

る
役
員
候
補
者
」「
理
事
の
中
か
ら
会
長
が
指

名
す
る
役
職
者
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
第
３

卒
業
生
の
つ
ど
い
２
０
１
９

同
経
会
執
行
理
事　

卒
業
生
の
つ
ど
い
委
員

長
田　

宏
（
昭
和
５
２
年
卒
）

１



号
議
案
に
つ
い
て
諮
ら
れ
た
結
果
、
議
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。（
新
役
員
に
つ
い
て
は
後
掲
）

　

講
演
会
の
後
、
懇
親
会
と
な
る
の
で
す
が
、
講
師
の

ご
都
合
に
よ
り
、
ま
ず
同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
男
声

合
唱
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
い
て
の
演
奏
で
し
た
が
、
そ
の
美
声
と
迫
力
に
魅
了

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
記
念
講
演
会
に
移
り
ま

し
た
。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
井
上
章
一

氏
が
「
京
都
と
大
阪
に
溝
が
で
き
る
ま
で
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
井
上
先
生
は
、
京
都
市
の
生
ま
れ

で
、
京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
科
の
ご
卒
業
で
す
が
、

研
究
対
象
は
、
建
築
以
外
に
風
俗
、
近
代
日
本
文
化
史

な
ど
幅
広
く
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
ご
活
躍
で
す
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
井
上
先
生
の
近
著
で
あ
る
「
京

都
ぎ
ら
い
」「
大
阪
的
」
を
べ
ー
ス
に
、
京
都
と
大
阪

の
風
俗
の
作
り
出
さ
れ
て
き
た
背
景
と
変
遷
に
つ
ぃ

て
、
辛
辣
な
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
ソ
フ
ト
で
ユ
ー
モ

ア
に
あ
ふ
れ
た
語
り
口
で
講
演
さ
れ
、
会
場
に
は
笑
い

声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

京
都
大
学
の
入
学
式
で
、
歴
代
の
総
長
は
、
京
都
の

誘
惑
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
学
業
に
専
念
す
る
よ
う

に
訓
示
す
る
の
が
も
っ
ぱ
ら
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今

で
は
女
性
が
一
人
で
旅
行
で
き
る
街
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
一
方
で
大
阪
は
、
誘
惑
の
大
き
い
町
に
変
貌
し
て

き
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
都
市
に
集
ま
る
人
間
が
求

め
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
こ

ろ
、
女
性
が
大
学
に
進
学
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
進
学
先
が
、
ま
だ
文
学
部
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い

て
、
そ
こ
で
源
氏
物
語
な
ど
を
勉
強
し
た
女
性
が
京
都

に
や
っ
て
き
た
一
方
、経
済
の
発
展
し
て
き
た
大
阪
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
集
ま
り
、
そ
の
男
性
た
ち
の
欲
求
を

満
た
す
街
に
変
貌
し
て
き
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
、
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
マ
ス
コ
ミ

に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
今
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
の
人
気
も
同
様
に
、
テ
レ
ビ
に
よ
る
も
の
だ
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
は
マ
ス
コ

ミ
の
影
響
力
が
如
何
に
大
き
い
か
、
如
何
に
経
済
的
論

理
に
因
っ
て
い
る
か
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の

で
し
た
。

　

服
部
盛
隆
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
八
田
英

二
同
志
社
総
長
・
理
事
長
の
ご
祝
辞
、
井
上
同
志
社
公

友
会
会
長
か
ら
の
祝
電
の
披
露
の
後
、
谷
村
智
輝
経
済

 

「
同
志
社
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
が
２
０
１
９
年
２

月
２
３
日
午
後
３
時
よ
り
、
が
ん
こ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
で
８
２
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
経
会
大
阪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
催
し
、
共

催
と
し
て
１
０
の
大
阪
の
Ｏ
Ｂ
会
の
協
力
に
よ
り
、
新

た
な
人
脈
作
り
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
度
か
ら

初
め
て
行
わ
れ
た
企
画
で
す
。 

　

服
部
盛
隆
同
経
会
会
長
が
、
主
催
者
を
代
表
し
て
挨

拶
を
述
べ
た
あ
と
、経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
菅
生
新（
す

ご
う
あ
ら
た
）
氏
が
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
家
に
学
ぶ

人
生
経
営
」と
題
し
て
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

菅
生
氏
は
法
学
部
の
卒
業
生
で
あ
り
、
俳
優
・
菅
田
将

暉
さ
ん
を
育
て
、ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
ス
ゴ
ー
家
の
人
々
」

の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
経
験

や
多
く
の
起
業
家
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
興
味
深
い

話
題
を
い
ろ
い
ろ
お
話
し
く
だ
さ
り
、
人
と
の
出
会
い

を
大
切
に
さ
れ
る
姿
勢
は
出
席
者
の
共
感
を
呼
び
ま
し

た
。

　

講
演
後
休
憩
中
に
は
菅
生
氏
の
サ
イ
ン
会
・
書
籍
販

売
会
が
行
な
わ
れ
、
長
蛇
の
行
列
が
で
き
、
用
意
し
た

本
は
瞬
く
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

休
憩
後
に
は
、
名
刺
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
５
分
間
の
予
定
だ
っ
た
名
刺
交
換
タ
イ
ム
は
、
倍
の

３
０
分
間
に
わ
た
り
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま

し
た
。

　

小
嶋
淳
司
同
経
会
名
誉
会
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り

懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
名
刺
交
換
会
の
と
き
の
盛
り

上
が
り
そ
の
ま
ま
に
賑
や
か
な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
中
は
、
希
望
者
に
よ
る
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
が
行

な
わ
れ
、
１
４
名
が
次
々
に
登
壇
し
ビ
ジ
ネ
ス
の
紹
介

等
を
出
席
者
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
士

の
会
の
相
談
ブ
ー
ス
で
は
、
名
刺
交
換
を
き
っ
か
け
に

個
別
相
談
を
す
る
な
ど
、
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

早
瀬
孝
之
同
経
会
執
行
理
事
が
御
礼
の
言
葉
を
述
べ

た
あ
と
、
閉
会
に
際
し
て
は
土
橋
純
二
郎
同
経
会
大
阪

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
長
が
、
オ
ー
ル
大
阪
、
オ
ー
ル
同

志
社
の
最
初
の
第
一
歩
と
し
て
こ
の
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
御
礼
と
、
今
後
さ
ら
に
一
層
盛
り
上
が
る
よ
う

に
祈
念
す
る
主
旨
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
、
岩
田
雄
仁
同
志
社
校
友
会
大
阪
支
部
執
行
常

任
理
事
の
リ
ー
ド
に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
全
員
が

唱
和
し
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
行
わ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
会
は
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

同 志 社 大 阪
ビ ジ ネ ス 交 流 会
ウエスティンホテル大阪
２０１９. ２. ２３

服
部
盛
隆  

同
経
会
会
長

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

教
授 

井
上
章
一
氏

学
部
長
の
ご
祝
辞
お
よ
び
乾
杯
の
ご
発
声
で
懇
親
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
年
代
別
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
い
ま

し
た
が
、
宴
た
け
な
わ
に
な
る
に
連
れ
て
、
年
代
を
超

え
て
和
や
か
に
懇
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
方
が
講
演
者
の
井
上
先
生
を
囲
ん
で
、
今
日
の
話
題

に
つ
い
て
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
中
嶋
利
宗
同
経
会
副
会
長
（
昭
和
４
０
年

卒
）
が
、
閉
会
の
辞
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
山
本
力
也

ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
昭

和
３
３
年

卒
）
の

リ
ー
ド
で

同
志
社
カ

レ
ッ
ジ
ソ

ン
グ
・
チ

ア
ー
を
全

員
で
声
高

ら
か
に
合

唱
、
唱
和

し
て
「
卒

業
生
の
つ

ど
い
」
は

幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

会場では年代を超えて、同窓生としての旧交を温め合いました

文・大阪プロジェクト
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菅
生
新
氏　
講
演
要
旨

　

ま
だ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
言
葉
が
あ
る
か
な
い
か
の

２
５
年
以
上
前
か
ら
テ
レ
ビ
番
組
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス

タ
ー
を
や
っ
て
い
て
、上
場
前
の
く
ら
寿
司
の
社
長
や
、

リ
ー
ブ
２
１
の
岡
村
さ
ん
、
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
の
社
長
な

ど
、
当
時
若
手
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
家
に
ど
ん
ど
ん
出

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
に
は
３
人
の
息
子
が
い
ま
す
が
「
お
父
さ
ん
の
本

業
っ
て
何
？
」
っ
て
言
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
僕
は
「
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
出
た
り
す
る
の
は
副
業
や
。
お
父
さ

ん
の
本
業
は
、お
前
ら
を
父
親
と
し
て
育
て
る
親
業
や
」

と
言
い
ま
し
た
。
子
育
て
と
従
業
員
育
て
、
会
社
育
て

は
一
緒
な
の
で
す
。

同
志
社
大
学
在
学
中
の
４
年
間
は
、
太
秦
の
映
画
村
で

俳
優
業
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
鬘
が
似

合
っ
て
、
侍
役
ば
か
り
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
大
学
卒

業
後
に
入
社
し
た
藤
沢
薬
品
で
は
、
同
僚
が
あ
る
病
院

で
名
刺
を
見
せ
た
ら
「
お
前
の
と
こ
ろ
は
新
薬
の
と
き

に
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
か
ら
出
入
り
禁
止
だ
」
と
言

わ
れ
、
名
刺
を
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
が
会

う
と
、
そ
の
先
生
は
な
ん
と
僕
が
高
３
の
と
き
に
、
母

の
手
術
を
執
刀
し
た
先
生
だ
っ
た
の
で
す
。
当
時
、
僕

が
一
晩
中
泣
き
な
が
ら
「
母
を
助
け
て
く
だ
さ
い
、
ま

だ
全
然
恩
返
し
が
で
き
て
な
い
の
に
」
と
話
し
て
い
た

こ
と
を
先
生
も
覚
え
て
お
ら
れ
、
医
局
の
他
の
先
生
を

呼
ん
で
「
こ
れ
か
ら
彼
が
よ
く
来
る
か
ら
よ
ろ
し
く

な
！
」
と
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
病
院
か
ら
の
売

上
げ
の
シ
ェ
ア
は
僕
だ
け
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

１
０
年
前
に
は
、
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
の
澤
田
社
長

と
一
緒
に
仕
事
を
し
ま
し
た
。
長
崎
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
の
企
画
で
、「
光
、
光
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
や

り
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
し
「
光
の
王
国
」
で
大
成
功
し

ま
し
た
。

　

澤
田
さ
ん
と
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
会
「
ア
ジ
ア

経
営
者
連
合
会
」
も
作
り
、ニ
ト
リ
の
似
鳥
さ
ん
ほ
か
、

１
部
上
場
企
業
の
経
営
者
で
理
事
を
固
め
て
、
今
は
上

場
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
時
価
総
額
５
千
億
円
ぐ

ら
い
、
全
７
０
０
社
ぐ
ら
い
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
条
件
は
、
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
で
、
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
、
自
分
が
や
ら
ね
ば
誰
が

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

菅
生
新
氏
の
講
演 

　

同
志
社
大
学
経
済
学
部
の
平
成
最
後
と
な
る
卒
業
式

が
、
２
０
１
９
年
３
月
２
１
日
、
栄
光
館
に
て
多
数
の

父
母
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

終
了
後
、
午
後
１
時
か
ら
良
心
館
に
お
い
て
「
第
４
２

回
同
経
会
賞
」
の
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
経
会
賞
は
、
経
済
学
部
専
門
科
目
の
総
合
成
績
が

極
め
て
優
秀
だ
っ
た
卒
業
生
上
位
５
名
を
表
彰
す
る
制

度
で
す
。

　

谷
村
智
輝
経
済
学
部
長
、受
賞
者
の
ゼ
ミ
指
導
教
官
、

ご
両
親
等
の
臨
席
を
得
て
、
高
木
壽
一
同
経
会
副
会
長

か
ら
５
名
の
受
賞
者
に
対
し
賞
状
と
時
計
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

１
９
７
８
年
に
第
１
回
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で

４
２
回
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
賞
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
経
済
学
部
の
卒
業
生
は
約
５
万
７
千
名
を
超

え
、同
経
会
受
賞
者
は
総
計
２
１
１
名
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
、
写
真
右
よ
り
曽
我
尚
希
さ
ん
（
西

岡
ゼ
ミ
）、
大
谷
優
理
子
さ
ん
（
小
藤
ゼ
ミ
）、
西
窪
優

香
さ
ん
（
新
関
ゼ
ミ
）、中
西
良
太
さ
ん
（
新
関
ゼ
ミ
）、

宮
浦
万
穂
子
さ
ん
（
谷
村
ゼ
ミ
）
で
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
（
文
・
同
経
会
広
報
委
員
長　

中
谷
豊
美
）

や
る
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。

　

大
阪
の
人
や
街
は
、
人
情
味
と
か
優
し
さ
と
か
、
す

ご
く
良
い
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。
商
売
の
感
性
が
鍛

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
大
阪
か
ら
東
京
に
出
て
行
っ
た

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
苦
労
を
苦
労
と
思
わ

ず
、
成
功
し
て
も
そ
れ
を
当
然
と
思
わ
ず
、
ま
だ
ま
だ

で
き
る
と
い
う
気
概
が
あ
り
ま
す
。
人
と
の
出
会
い
を

１
０
倍
に
も
１
０
０
倍
に
も
す
る
の
は
、
そ
の
人
と
も

う
い
っ
ぺ
ん
仕
事
が
し
た
い
、
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
、

そ
の
人
の
人
と
な
り
や
立
ち
居
振
る
舞
い
だ
と
思
い
ま

す
。
信
頼
が
、
仕
事
に
結
び
つ
く
の
で
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
も
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
も
ら
っ
た
ら
い
い

か
な
と
思
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
て
、
天
王
寺

の
田
舎
の
パ
ン
屋
『
乃
が
美
』
の
パ
ン
を
大
ブ
レ
イ

ク
さ
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
８
６
０
円
の
値
段
を

つ
け
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
バ
カ
売
れ
し
て
、
今
や

１
３
０
億
円
の
売
上
を
あ
げ
、
支
店
を
出
す
よ
う
に
な

り
、
麻
布
十
番
店
で
は
叶
姉
妹
が
並
ん
で
買
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

良
い
仕
事
を
す
る
秘
訣
は
、
感
謝
で
す
。
感
謝
す
れ

ば
、
今
日
出
会
っ
た
人
が
す
ご
い
お
客
を
連
れ
て
き
て

く
れ
る
と
か
、
す
ご
い
出
会
い
に
な
る
と
か
、
す
ご
い

良
い
こ
と
が
起
き
る
。
今
日
か
ら
で
も
や
れ
ま
す
。
家

族
に
感
謝
、
足
に
感
謝
、
靴
を
作
っ
て
く
れ
た
人
に
感

謝
、
歩
け
る
こ
と
に
感
謝
、
で
す
！

総勢８２名の参加者一同が、そろって記念撮影
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昨
年
の
６
月
２
日
、
同
経
会
・
京
都
の
集
い
に
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
懇
親
会
で
現
・
総
務
委
員
長
の
河

合
さ
ん
と
会
い
、
６
０
年
近
い
同
経
会
の
歴
史
で
、
京

都
、
大
阪
、
東
京
で
の
開
催
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
名

古
屋
で
は
未
開
催
、
是
非
、
近
々
開
催
し
ま
し
ょ
う
と

話
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
京
都
駅
に
向
か
う
為
、
暗
い
道
を
地
下
鉄

の
駅
ま
で
歩
く
。
お
名
前
を
聞
く
の
を
失
念
し
ま
し
た

が
、某
先
輩
と
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
先
輩
曰
く
。

「
昔
は
、
同
志
社
は
経
済
で
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

今
は
法
学
部
な
ど
が
・
・
」　

確
か
に
私
の
現
役
時
代

は
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
、
プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。
誰
か
に
聞
い
た
「
大
学
の
評
価
は
卒
業

生
が
つ
く
る
も
の
。」
な
ら
、「
経
済
学
部
の
評
価
は
経

済
学
部
Ｏ
Ｂ
が
作
る
も
の
。
や
は
り
、
Ｏ
Ｂ
が
会
す
る

場
を
私
が
生
活
の
拠
点
と
す
る
名
古
屋
で
作
ら
な
け
れ

ば
！
」
自
分
が
言
い
出
し
っ
ぺ
に
な
ろ
う
と
決
断
し
ま

し
た
。

　

早
速
、
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
８
月
末
に
本
部
か
ら

送
付
さ
れ
た
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
東
海
３
県
に
在
住

す
る
一
定
の
条
件
且
つ
現
在
整
備
中
に
つ
き
少
し
古
い

前
提
で
戴
い
た
同
経
会
員
の
名
簿
リ
ス
ト
は
１
４
０
名

程
度
。
昨
年
の
京
都
、
大
阪
、
東
京
の
集
い
の
人
数
か

ら
考
え
、
名
古
屋
の
集
い
の
集
客
目
標
は
他
地
域
か
ら

の
参
加
者
含
め
５
０
名
に
置
き
ま
し
た
。
懇
親
会
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
タ
イ
ム
（
相
互
の
名
刺
交
換
の
場

を
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
）
で
も
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
多

く
の
方
々
と
の
名
刺
交
換
の
場
を
提
供
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

名
簿
か
ら
、
世
代
を
超
え
た
準
備
委
員
の
人
選
と
書

状
で
の
委
員
受
諾
の
依
頼
を
行
い
、
５
０
歳
代
２
名
、

４
０
歳
代
２
名
、
３
０
歳
代
１
名
に
６
０
歳
代
後
半
の

私
。
皆
さ
ん
気
前
良
く
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
第

一
回
の
準
備
委
員
会
合
で
、「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

多
岐
に
必
要
と
す
る
現
役
世
代
に
多
く
出
て
も
ら
い
、

老
・
壮
・
青
が
一
同
に
会
す
る
場
」
こ
れ
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
す
べ
く
決
め
ま
し
た
。そ
の
為
に
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
の
今
年
、
豊
田
市
も
会
場
と
な
っ
て

い
る
事
、
世
代
を
超
え
て
話
を
聞
き
た
い
と
言
う
希
望

を
纏
め
、同
じ
経
済
学
部
卒
で
も
あ
る「
日
本
ラ
グ
ビ
ー

界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
」
林
敏
之
氏
に
お
願
い
す
る
事
に
致

し
ま
し
た
。

祝 ! 初 開 催     
同 経 会

卒 業 生 の つ ど い
─ 名 古 屋 ─

文・名古屋プロジェクト
　　理事　萱原昇（S49 年卒）　

大
学
在
学
中
か
ら
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
林
敏
之
氏

　

想
定
さ
れ
た
一
番
の
課
題
で
あ
る
参
加
者
募
集
に
は

苦
慮
し
ま
し
た
。
既
述
の
同
経
会
名
簿
に
加
え
、
複

数
の
ゼ
ミ
関
係
の
名
簿
等
か
ら
１
０
０
名
近
く
、
計

２
５
０
名
に
Ｄ
Ｍ
発
送
し
た
も
の
の
６
０
％
近
く
が
宛

先
不
明
で
返
る
。
欠
席
の
返
答
も
順
調
？
に
来
る
。
こ

の
地
域
は
経
済
学
部
卒
は
少
な
い
の
で
は
、
経
済
学
部

へ
の
帰
属
意
識
が
強
く
な
い
の
で
は
、
な
ど
周
囲
か
ら

聞
い
た
話
が
脳
裏
を
過
ぎ
り
ま
す
。
し
か
し
、
参
加
者

募
集
に
は
、
最
終
的
に
様
々
な
協
力
者
に
お
手
伝
い
戴

き
ま
し
た
。
地
域
の
主
要
企
業
何
社
か
に
は
同
志
社
Ｏ

Ｂ
会
が
あ
り
、
そ
の
ル
ー
ト
で
の
案
内
サ
ポ
ー
ト
、
校

友
会
・
愛
知
県
支
部
の
現
・
元
役
員
さ
ん
達
の
協
力
、

不
動
産
関
係
の
ク
ロ
ー
バ
ー
会
愛
知
県
支
部
、
商
学
部

樹
徳
会
の
愛
知
県
支
部
な
ど
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
第
一
回 

同
経
会
・

名
古
屋
の
集
い
の
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。

日
時
：
令
和
元
年
６
月
１
５
日　
午
後
４
時
受
付
開
始

場
所
：
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル　
柏
の
間

記
念
講
演
：
林
敏
之
氏
「
楽
苦
美

　
　
　
　
　
　
～
湧
き
上
が
る
も
の
を
求
め
て
～
」

参
加
者
：
講
師
、
本
部
か
ら
の
参
加
４
名
を
含
め
て
総

勢
４
４
名
（
２
名
急
遽
欠
席
も
、各
世
代
均
等
に
参
加
）

　

ま
た
、
記
念
講
演
の
後
、
同
経
会
の
学
友
で
も
あ

る
公
益
財
団
法
人
・
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
組
織
委
員
会
の
眞
田
英
士
さ
ん
か
ら
チ
ケ
ッ

ト
購
入
の
要
請
も
兼
ね
、
こ
の
大
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
を

し
て
戴
き
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
に
は
、
ご
自
身
の
ラ
グ
ビ
ー
人
生
を
通
じ

て
の
感
動
人
生
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
戴
き
ま
し

た
。
ご
本
人
が
翌
日
、
名
古
屋
で
の
講
演
に
つ
い
て

Facebook

に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。「
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ボ
ー
ル
に
浸
り
き
っ
た
時

に
湧
き
上
が
る
感
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
作
れ
な
い
、

飾
れ
な
い
、
真
実
と
言
え
る
瞬
間
を
体
験
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
湧
き
上
が
っ
た
時
、
そ
こ
に
紛
れ
も
無
い

自
分
が
い
て
、
鮮
や
か
な
生
が
あ
り
、
自
由
自
在
（
自

ら
に
由
っ
て
自
ら
が
在
る
）
に
な
れ
ま
し
た
。」　

　

今
の
時
代
、
米
国
流
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
や
り
方
、
即
ち
、

ゴ
ー
ル
を
決
め
て
、
そ
の
為
に
決
め
た
プ
ロ
セ
ス
を
、

予
め
決
め
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
、
論
理
的
に
進
め

て
行
く
。
こ
れ
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
人

に
は
、「
諸
行
無
常
」
周
囲
の
環
境
、
条
件
は
常
に
変

わ
る
。
所
謂
、「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
世
界
も
確
か
に

あ
り
ま
す
。
論
理
的
思
考
だ
け
で
な
い
情
緒
的
感
性
の

必
要
性
で
し
ょ
う
か
？
林
さ
ん
の
講
演
内
容
が
多
く
の

人
に
感
動
を
与
え
る
、
チ
カ
ラ
を
与
え
る
所
以
だ
と
思

い
ま
す
。

　

講
演
後
、
懇
親
会
に
移
り
、
最
後
は
２
０
１
２
年
卒

体
育
会
ボ
ー
ト
部
出
身
の
関
本
駿
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
同

志
社
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
斉
唱
、
来
年
の
再
会
を
約
束

し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
長
々
と
開
催
の
経
緯
に
ス
ペ
ー
ス
を
割
き
ま

し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
集
い
が
各
地
で
開
催
さ
れ
る

事
を
願
う
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
ご
支
援
戴
い
た
本
部
の
役
員
の
方
々
、
事

務
局
の
松
島
さ
ん
、
名
古
屋
で
支
え
て
戴
い
た
先
輩
諸

氏
、
学
友
諸
兄
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参加者一同そろって記念撮影
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訃
報

　

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
、柏
博
先
生（
８
６
歳
）が
、

５
月
３
日
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
告
別
式
は
ご
家
族
の
み
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
，
供
花
料
等
は
固
く
ご
辞
退
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃
報

　

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
、室
田
武
先
生
（
７
５
歳
）

が
、
５
月
８
日
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
通
夜
・
告
別
式
は
す
で
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
，
供
花
料
等
は
固
く
ご
辞
退
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃
報

　

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
、今
村
宏
先
生
（
８
６
歳
）

が
、
３
月
４
日
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
告
別
式
は
ご
家
族
の
み
で
す
で
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
，
供
花
料
等
は
固
く
ご
辞
退
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

経
済
学
部
の
２
１
年

醍
醐
元
正

　

私
が
同
志
社
に
赴
任
し
た
の
は
１
９
９
８
年
で
、
そ

れ
か
ら
約
２
０
年
間
同
志
社
大
学
経
済
学
部
に
籍
を
置

い
て
い
た
事
に
な
り
ま
す
。
他
の
退
職
し
た
方
々
の
在

職
年
数
を
見
る
と
こ
の
倍
程
度
の
方
が
殆
ど
で
あ
り
、

私
な
ど
は
短
い
方
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
私
に
と
っ

て
は
こ
こ
が
一
番
長
く
在
籍
し
た
大
学
で
あ
り
、ま
た
、

そ
れ
ま
で
や
っ
て
い
た
事
と
は
全
く
異
な
る
経
済
学
部

に
来
た
と
言
う
こ
と
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私

は
こ
こ
で
貴
重
な
異
文
化
体
験
が
出
来
た
、
全
く
新
し

い
も
の
の
見
方
が
身
に
つ
け
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
も
し
は
じ
め
の
職
場
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
な
ら
、

株
で
も
買
っ
て
み
よ
う
か
な
ど
と
言
う
事
は
全
く
考
え

も
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
は
じ
め
に
担
当
し
た
の
は
主
に
「
情
報
言
語
」

と
い
う
情
報
関
連
科
目
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
か
ら
数
年
経
っ
た
頃
だ
っ

た
の
で
履
修
者
数
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ゼ
ミ
も

初
め
の
頃
は
２
５
人
程
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
ゼ
ミ
の
内
容
が
経
済
学
部
と
余
り
合
っ
て
い
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
が
国
内
研
究
を
し
て
、

一
年
間
ゼ
ミ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
か
ら
あ
と
は
ず
っ
と
ゼ

ミ
生
が
数
名
の
状
態
が
続
い
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
、
私
の
専
門
が
経
済
学
で
な
く
出
身
も
同

志
社
大
学
で
な
い
事
か
ら
、
同
経
会
の
事
は
名
前
を

知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
殆
ど
ご
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
、
一
度
だ
け
「
科
学
と
技
術
」
と
い
う
公
開

講
座
の
担
当
者
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
事
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
公
開
講
座
は
経
済
学
部
・
経
済
学
会
・
同
経

会
が
協
力
し
て
開
講
し
た
も
の
で
、
一
般
市
民
に
公
開

さ
れ
る
と
と
も
に
学
生
に
も
正
課
の
講
義
と
し
て
提
供

さ
れ
る
も
の
で
し
た
。そ
し
て
日
本
の
一
流
企
業
か
ら
、

そ
こ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
主
に
技
術
者
の
方
を
講
師
と

し
て
お
呼
び
す
る
と
い
う
企
画
で
し
た
。
私
は
司
会
と

講
師
の
接
待
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
企

業
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
技
術
者
の
方
々
と
直

接
お
話
し
出
来
た
こ
と
は
私
の
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

　

個
人
的
に
は
こ
の
２
０
年
、
病
気
や
怪
我
な
ど
色
々

な
こ
と
が
あ
っ
て
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
か
心
配
に
な
る

事
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
何
と
か
無
事

定
年
退
職
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

T
he Rainbow

W
illiam

 W
ordsw

orth

M
y heart leaps up w

hen I behold
    A

 rainbow
 in the sky :

So w
as it w

hen m
y life began,

So is it now
 I am

 a m
an

So be it w
hen I shall grow

 old
    O

r let m
e die!

T
he Child is father of the M

an :
A

nd I could w
ish m

y days to be
Bound each to each by natural piety.

  編 集 後 記 　

犬
を
２
匹
飼
っ
て
い
ま
す
。
小
型
の
ヨ
ー
ク

シ
ャ
ー
テ
リ
ア
で
、
な
に
か
と
手
が
か
か
り
、

旅
行
す
ら
な
か
な
か
行
け
ま
せ
ん
。

　

な
の
で
、
必
然
的
に
休
日
は
散
歩
が
メ
イ
ン

と
な
り
ま
す
。
近
所
の
同
じ
と
こ
ろ
ば
か
り

回
っ
て
い
た
ら
、
面
白
く
も
な
ん
と
も
な
い
の

で
、
土
日
祝
は
犬
達
を
車
に
乗
せ
、
京
都
市
内

の
寺
社
仏
閣
な
ど
を
巡
る
と
い
う
の
が
、
最
近

の
私
の
趣
味
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
永
観
堂
付
近
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
よ
う

と
思
い
立
ち
、
近
く
の
１
０
０
円
パ
ー
キ
ン
グ

に
車
を
止
め
ま
し
た
。
駐
車
後
、
車
か
ら
勢
い

よ
く
飛
び
出
し
た
、
わ
が
ワ
ン
コ
た
ち
が
ま
っ

さ
き
に
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
○
○
○
で
す
ね
。

　

移
動
中
は
い
ま
か
い
ま
か
と
我
慢
し
て
お

り
、
少
し
で
も
早
く
、
や
ら
か
し
た
い
わ
け
で

す
。
そ
れ
で
、
近
く
の
石
柱
に
、
気
持
ち
よ
く

そ
れ
を
は
じ
め
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
石
柱
に

掘
ら
れ
た
文
字
を
読
ん
で
た
だ
た
だ
愕
然
と
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

「
新
島
襄
先
生
墓
地
登
山
口
」。

　

偶
然
の
事
故
と
は
い
え
、
先
生
。
大
変
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
伏
し
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
長
）

 「卒業生のつどい - 東京 -」開催
   　　  ぜひお越しください！　

    講師：　同志社大学大学院ビジネス研究科　教授　浜矩子氏　
    　　　　「急流か逆流か濁流か　グローバル経済の危うい明日」
    日時：　２０１９年１１月２７日（水）　１８：３０～２１：００　
　　　　　　（１８：００受付開始）
    場所：　日本プレスセンター１０階　「公益社団法人　日本記者クラブ」
　　　　東京都千代田区内幸町２－２－１　℡　０３－３５０３－２７２１

１１/ ２７（水）１８  :  ３０〜
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２０１８年度事業報告 
 
 

 
１．会議関係 

① 経済学部との懇談会 
月 日（火） 時から良心館 階第 共同研究室で開催。

経済学部から谷村智輝学部長、執行部の先生方、沼井哲男事務長ら 人、
同経会は服部会長ら 人が出席し、事業、連携などについて協議した。

② 委員長会議
・ 月 日（金） 時 分から寒梅館 階Ｂ会議室で開催。
・ 月 日（月） 時 分から寒梅館 階Ａ会議室で開催。
・ 月 日（金） 時から寒梅館 階Ａ会議室で開催。

会長、副会長、専務理事、各委員会委員長、監事が出席。各委員会から活動報告、
今後の事業計画や予算など話し合った。

③ 学部同窓会連絡会
・ 月 日（水） 時から寒梅館 階大会議室で開催。
・ 月 日（火） 時から寒梅館 階Ａ会議室で開催。
・ 月 日（火） 時から寒梅館 階Ａ会議室で開催。
・ 月 日（水） 時から寒梅館 階Ａ会議室で開催。

５学部卒業生団体から会長、副会長、理事長、副理事長、専務理事らが出席。各
団体から活動報告や取り組みなどの情報を提供、問題点など意見を交換し、横の
繋がりを深めた。

２．理事会関係 
 年度理事会 月 日（金） 時から寒梅館 階 教室で開催。 人出席。

議長は服部会長 議事の内容は以下の通り。
① 同経会賞受賞者の選考
② 年度事業報告、 年度事業計画、 年度決算、 年度予算案
③ 同経会総会の開催案内
④ 顧問改選
⑤ 役員改選
⑥ 会則の変更

 
３．総務委員会関係 

① 同経会賞授与 ５人 月 日（水）卒業式当日 
② 年卒業生全員に記念品贈呈（同経会オリジナルクリアファイル）

③ 会費納入依頼
         終身会費納入者          ６人（内卒業後 年以内 ４人） 

 終身 web 会費納入者    １７人（内 年卒業生 １人）
         年額会費納入者        １５人 

                                                     合計 ３８人 
④ 同経会総会・卒業生のつどい関係 

「卒業生のつどい 」 月 日（土 時～ 時
京都ブライトンホテル（京都市上京区）で同経会総会、講演会、懇親会を開催。 人

が参加。講演は、佛教大学歴史学部教授の八木透氏による「祇園祭と京の盆行事」。

⑤ 名古屋プロジェクトの開拓
名古屋のつどい開催へ向けて愛知・岐阜・三重などの会員、未入会ＯＢへの働きかけ

 

４．企画・支援委員会関係 
海外インターンシップ派遣 

① 海外インターンシップ生との面談 
     6月 19 日（火）に良心館４階の 452 教室で開催。小林教授、横井教授、インターンシップ生、

同経会から小平専務理事と企画・支援委員、広報委員らが参加。選考経過報告、激励など。 

 
② 海外インターンシップに学生派遣 

8 月 13 日～8 月 24 日  日本コルマー（中国）１人  

8 月 20 日～8 月 31 日  石田大成社（アメリカ）１人 

8 月 20 日～8 月 31 日   鶴見製作所（台湾）１人   

8 月 20 日～8 月 31 日  ノーザンライツ（インドネシア）１人  

8 月 27 日～9 月 7 日   ダイキン工業（タイ）１人  

8 月 27 日～9 月 7 日   みずほ銀行（ドイツ）１人 

8 月 27 日～9 月 7 日  クレアブ（スウェーデン）1 人 

8 月 27 日～9 月 7 日  シークス（中国）１人 

8 月 27 日～9 月 7 日  マイツ（中国）１人 

 
③ 海外インターンシップ成果報告会 

        10月 30 日（火）17 時 30 分から 良心館２階のクエストルームで開催。谷村経済学部長、先

生方、受け入れ企業の担当者、同経会から高木副会長、小平専務理事、企画・支援委員らが

参加。研修生の報告発表と質疑応答の後、良心館３階の第 1 共同研究室で意見交換会を開催。 

  
５．広報・編集委員会関係  

①「同経会報」８１号 発行  4月 1日  4,500部 
      「同経会報」８２号 発行  9月 15日 3,000部 

② 同経会ホームページを随時更新 
③ 企業宛に同経会ホームページへの広告協賛の依頼 

 
６．しめた会関係 

 「第５回しめた会」 2018年 9月 15日（土）16時～20時 30分 
寒梅館で講演会と懇親会を開催。50 名が参加。講演は株式会社堀木エリ子アンドアソシエイツ

代表取締役の堀木エリ子氏による「伝統工芸と革新技術 ～進化する和紙～」。 

 

７．財務委員会関係 
     2018年は償還なし 
 
８．東京プロジェクト関係 

「同経会東京のつどい 2018」  2018年 11月 27日（火）18時 30分～21時 
       東京・日本プレスセンター（東京都千代田区）で、講演会、懇親会を開催。50 人余が参加。講

演は、同志社大学経済学部教授の新関三希代による「行動経済学の視点からみる株式市場」。 
 
９．大阪プロジェクト関係 
    「同経会大阪のつどい 2018」2018年 2月 21日（水）18時 30分～21時 
       ウエスティンホテル大阪（大阪市北区）で、講演会、懇親会を開催。100 人余が参加。講演は、

マルハニチロ株式会社代表取締役社長の伊藤滋氏による「日本の食卓から魚が消える日」。 

 

１０．新プロジェクト関係 
       ① 新しい名簿管理システムへの移行 
      ② 同経会 WEB名簿登録実施に向けての試験 
      ③ 同経会の個人情報取扱い規程の見直しを検討 
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　　　　　　　　　　２０１８年度　決算書

自　２０１８年　１月　１日

至　２０１８年１２月３１日

（単位：円）

項  目 予算 決  算

前年度繰越金 5,829,174 5,829,174

収 年額会費 0 75,000

入 入会金 10,000,000 10,152,000

の ホームページ広告掲載料 400,000 330,000

部 預金利息 1,000 172

終身会費運用益 200,000 213,284

合　　　計 16,430,174 16,599,630

企画・支援委員会関係費 50,000 11,973

広報･編集委員会関係費 2,200,000 2,095,714

ホームページ関係費 200,000 194,400

総務委員会関係費 1,200,000 835,497

地区プロジェクト補助費 700,000 729,388

しめた会関係費 300,000 144,238

学術助成金 400,000 0

支 会議費 400,000 329,762

人件費 3,500,000 3,474,685

出 旅費・交通費 300,000 280,930

通信費 600,000 592,745

の 印刷費 300,000 282,554

交際費 50,000 30,000

部 事務費 100,000 70,944

雑費 50,000 31,123

福利厚生費 600,000 570,823

新プロジェクト関係費 1,300,000 1,395,750

支出合計 12,250,000 11,070,526

次年度繰越金 4,180,174 5,529,104

合　　　計 16,430,174 16,599,630

                                                                                                       

　　　　２０１８年度　終身会費決算書

自　２０１８年　１月　１日

至　２０１８年１２月３１日

（単位：円）

項　目 決　算

前年度繰越金 73,582,162

収 終身会費 220,000

入 終身Ｗｅｂ会費 85,000

の 終身会費運用益　※① 213,284

部 預金利息　※② 172

合　　計 74,100,618

支 経常費へ　※① 213,284

出 経常費へ　※② 172

の 支出合計 213,456

部 次年度　繰越金 73,887,162

合　　計 74,100,618

　　２０１８年度　国際交流支援基金決算書

自　２０１８年　１月　１日

至　２０１８年１２月３１日

（単位：円）

項　目 決　算

収 前年度繰越金 3,614,767

入

の

部 合　　計 3,614,767

支 海外インターンシップ事業 1,139,702

出 支出合計 1,139,702

の 次年度　繰越金 2,475,065

部 合　　計 3,614,767
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　貸借対照表

　　　　　　　　自　２０１８年　１月　１日

　　　　　　　　至　２０１８年１２月３１日

　　（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　　資産の部 　　　　　　　　　　　　　　　負債の部

科　目 金　額 科　目 金　額

現金預金 26,722,788 終身会費積立金 73,887,162

有価証券 51,149,918 退職給与積立金 2,500,000

預け金 6,518,625 国際交流支援基金 2,475,065

次期繰越金 5,529,104

合　　　計 84,391,331 合　　　計 84,391,331

《 内　訳 》

◆　現金預金

　　　みずほ銀行　　　　出町支店 (経常勘定口）　普通預金           4,114,108

　　　　　〃      　　　　     〃　　 (終身勘定口）　普通預金         11,542,354

  　　　  〃 　　〃 (終身勘定口）　定期預金          1,000,000

　　　ゆうちょ銀行 京都室町上立売郵便局 振替口座 （会費入金）            5,301,382

　　　ゆうちょ銀行 京都室町上立売郵便局 振替口座 （その他入金）          4,764,944

　　　 合 　計                  26,722,788

◆　有価証券

  SMBC日興証券 広島市公募公債（26年第3回）     (終身勘定口）　　　　　  10,000,000

北海道公募公債（27年第7回）　 　(終身勘定口）            10,000,000

利付国債(10年）第336回      (終身勘定口）　　　　　  10,149,918

　　　　　 　合　計           30,149,918

  野村證券 広島県公募公債（27年第3回）　 　(終身勘定口）            21,000,000

　　　　　 　合　計           21,000,000

                                                                                                       

　　 有価証券合計             51,149,918

◆　預け金 入会金(大学経理課） 6,518,625

２０１９年１月～３月事業計画 
 

１．会議関係  
① 委員長会議  

       ② 学部同窓会連絡会 

２．総務委員会関係
① 会員増強運動

② 卒業式当日に 年卒業生全員に記念品と同経会報及び入会案内を配布

③ 同経会賞の授与 ５人 年 月 日（木）卒業式当日

④ 総会・卒業生のつどい の講師手配

④ 名古屋のつどいに向けての準備

⑤ 校友会の大懇親会への参加協力、広告協賛

 
３．企画・支援委員会関係 

① 海外インターンシップ受け入れ企業への挨拶 
 

４．広報・編集委員会関係  
① 同経会報８３号発行準備

② 同経会ホームページの更新 随時 
③ 企業宛に同経会ホームページへの広告協賛の依頼  

 
５．しめた会関係

「第６回しめた会」の会場手配と講師の交渉

６．財務委員会関係 
償還なし 

 
７．東京プロジェクト関係 

「同経会東京のつどい 」の会場手配と講師の交渉

８．大阪プロジェクト関係
①「大阪ビジネス交流会」の開催
②「同経会大阪のつどい 」の会場手配と講師の交渉

９．新プロジェクト関係
新会員名簿システムの調整
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２０１９年１月～３月事業報告 
 
 

１．会議関係  
① 委員長会議  

・１月 日（木） 時から寒梅館 階Ａ会議室で開催
会長、副会長、専務理事、各委員会委員長、監事が出席。各委員会から
活動報告、今後の事業計画や予算など話し合った。

 
       ② 学部同窓会連絡会 

・ 月 日（火） 時から寒梅館 階Ａ会議室で開催
 ５学部卒業生団体から会長、副会長、理事長、副理事長、専務理事らが

出席。各団体から活動報告や取り組みなどの情報を提供、問題点など意
見を交換し、横の繋がりを深めた。 

２．総務委員会関係
① 同経会賞の授与 ５人 年 月 日（木）卒業式当日
② 年卒業生全員に記念品贈呈（同経会オリジナルクリアファイル）
④ 総会・卒業生のつどい の講師との打ち合わせ
④ 名古屋のつどいに向けての準備
⑤ 校友会の大懇親会への参加協力 月 日（土）京都国際会館 人参加

パンフレットに広告協賛
 
３．企画・支援委員会関係 

海外インターンシップ受け入れ企業への挨拶 
 

４．広報・編集委員会関係  
① 同経会報８３号発行準備
② 同経会ホームページの更新  
③ 企業宛に同経会ホームページへの広告協賛の依頼  

 
５．しめた会関係

「第６回しめた会」の会場手配と講師の交渉

６．財務委員会関係 
償還なし 

 
７．東京プロジェクト関係 

「同経会東京のつどい 」の会場手配と講師の交渉

８．大阪プロジェクト関係
①「大阪ビジネス交流会」の開催

月 日（土） 時～ 時 がんこ本社 階で講演会と名刺交換会、
懇親会を開催。 人参加。講演は経営コンサルタントの菅生新氏による

「ベンチャー起業家に学ぶ人生経営」。

②「同経会大阪のつどい 」の会場手配と講師の交渉

９．新プロジェクト関係
新会員名簿システムの調整

２０１９年４月～２０２０年３月事業計画 
 

 
１．会議関係 

① 経済学部との懇談会  
② 委員長会議  

       ③ 学部同窓会連絡会 
 
２．理事会関係 

年度理事会 月 日（月） 時から寒梅館 階 教室で開催。

３．総務委員会関係

① 会員増強運動

② 卒業式当日に 年卒業生全員に記念品と同経会報及び入会案内を配布

③ 同経会賞の授与 ５人 年 月 日（土）卒業式当日

④ 卒業生のつどい関係

「同志社大学経済学部卒業生のつどい 」開催

年 月 日（土 ： ～ ： 京都ホテルオークラで同経会

総会、講演会、懇親会を開催。講演は国際日本文化研究センター教授

の井上章一氏による「京都と大阪に溝ができるまで」

 
４．企画・支援委員会関係 

① 海外インターンシップ事業     
②「国際交流支援基金」による事業  

 
５．広報・編集委員会関係  

① 同経会報８３号発行 月 日 部

② 同経会報８４号発行 月 部

③ 同経会ホームページの更新 随時 
④ 企業宛に同経会ホームページへの広告協賛の依頼  

 
６．しめた会関係

「第６回しめた会」 年 月 日 土 時～ 時 分 からすま京都ホテ

ルで 講演会と懇親会を開催。講演は株式会社プロントコーポレーション代表取

締役社長の竹村典彦氏。

７．財務委員会関係 
年は償還なし 

 
８．東京プロジェクト関係 

「同経会東京のつどい 」 年 月 日（水） 時 分～ 時 日本

プレスセンターで講演会と懇親会を開催。講演は同志社大学大学院ビジネス研

究科教授の浜矩子氏。
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９．大阪プロジェクト関係 

 ①「同経会大阪のつどい 2019」2019 年 11 月 6 日（水）18 時 30 分～21 時 ホ

テルモントレ大阪で講演会と懇親会を開催。講演は株式会社ダイフク代表取

締役社長の下代博氏 

② 2020年 2月 大阪ビジネス交流会を開催。 

 

１０．名古屋プロジェクト関係 

   「同経会名古屋のつどい」2019年 6 月 15日（土）16 時 30分～19 時 30分 名

鉄グランドホテルで講演会と懇親会を開催。講演は元ラグビー日本代表・NPO

法人ヒーローズ理事長の林敏之氏による「楽苦美～湧きあがるものを求めて

～」。 

   

１１．新プロジェクト関係 

① WEB名簿への登録依頼と WEB名簿の有効活用 

同経会の全会員に WEB 名簿登録のためのＩＤとパスワードを発行、会員が

自ら WEB 上で登録をし、自身の情報を開示するか否かを選択。開示項目に

ついては他の会員が閲覧でき、会員間で交流、親睦を図ることができる。 

② メールで情報を配信 
WEB 名簿にメールアドレスを登録した会員に向けてメールで各種案内を送

る。郵送代の節約と情報配信による会員へのサービスの充実を図る。 

     ③ 個人情報取扱い規程の管理 

     ④ WEB名簿登録の推進 

　　　　　　　２０１９年１月～３月　決算書

自　２０１９年１月　１日

至　２０１９年３月３１日

（単位：円）

項  目 予算 決  算

前年度繰越金 5,529,104 5,529,104

収 年額会費 0 0

入 入会金 800,000 768,000

の ホームページ広告掲載料 200,000 260,000

部 寄付金 30,000

預金利息 0 47

終身会費運用益 85,000 85,470

合　　　計 6,614,104 6,672,621

企画・支援委員会関係費 0 0

広報･編集委員会関係費 1,700,000 1,647,215

ホームページ関係費 50,000 48,600

総務委員会関係費 500,000 433,089

地区プロジェクト補助費 0 71,673

しめた会関係費 0 0

学術助成金 0 400,000

支 会議費 50,000 21,708

人件費 700,000 668,916

出 旅費・交通費 60,000 45,686

通信費 10,000 2,409

の 印刷費 20,000 16,121

交際費 10,000 57,932

部 事務費 25,000 30,397

雑費 12,000 19,501

福利厚生費 150,000 165,147

新プロジェクト関係費 100,000 90,720

支出合計 3,387,000 3,719,114

次年度繰越金 3,227,104 2,953,507

合　　　計 6,614,104 6,672,621
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　２０１９年１月～３月　終身会費決算書

自　２０１９年１月　１日

至　２０１９年３月３１日

（単位：円）

項　目 決　算

前年度繰越金 73,887,162

収 終身会費 0

入 終身Ｗｅｂ会費 10,000

の 終身会費運用益　※① 85,470

部 預金利息　※② 47

合　　計 73,982,679

支 経常費へ　※① 85,470

出 経常費へ　※② 47

の 支出合計 85,517

部 次年度　繰越金 73,897,162

合　　計 73,982,679

２０１９年１月～３月　国際交流支援基金決算書

自　２０１９年１月　１日

至　２０１９年３月３１日

（単位：円）

項　目 決　算

収 前年度繰越金 2,475,065

入

の

部 合　　計 2,475,065

支 海外インターンシップ事業 0

出 支出合計 0

の 次年度　繰越金 2,475,065

部 合　　計 2,475,065

　　　　　　　貸借対照表

　　　　　　　　　　自　２０１９年　１月　１日

　　　　　　　　　　至　２０１９年　３月３１日

　　（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　　資産の部 　　　　　　　　　　　　　　　負債の部

科　目 金　額 科　目 金　額

現金預金 24,500,078 終身会費積立金 73,897,162

有価証券 51,149,918 退職給与積立金 2,500,000

預け金 6,175,738 国際交流支援基金 2,475,065

次期繰越金 2,953,507

合　　　計 81,825,734 合　　　計 81,825,734

《 内　訳 》

◆　現金預金

　　　みずほ銀行　　　　出町支店 (経常勘定口）　普通預金         2,506,084

　　　　　〃      　　　　     〃　　 (終身勘定口）　普通預金        11,627,547

  　　　  〃 　　〃 (終身勘定口）　定期預金         1,000,000

　　　ゆうちょ銀行 京都室町上立売郵便局 振替口座 （会費入金）           5,341,150

　　　ゆうちょ銀行 京都室町上立売郵便局 振替口座 （その他入金）         3,524,842

      小口現金 事務局金庫　　　　       　       500,455

　　  　 合 　計               24,500,078

◆　有価証券

  SMBC日興証券 広島市公募公債      (終身勘定口）　　　　　  10,000,000

北海道公募公債 　 　(終身勘定口）            10,000,000

利付国債(10年）第336回      (終身勘定口）　　　　　  10,149,918

　　　　　 　合　計           30,149,918

  野村證券 広島県公募公債 　 　(終身勘定口）            21,000,000

　　　　　 　合　計           21,000,000

　　 有価証券合計             51,149,918

                                                                                                       

                                                                                                       ◆　預け金 入会金(大学経理課） 6,175,738
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　　　　　　　　　　２０１９年度予算案

（単位：円）

項  目 　2018年予算案 2018年決算 2019年１～3月決算 　2019年予算案

前年度繰越金

収 年額会費

入 入会金

の ホームページ広告掲載料

部 預金利息

終身会費運用益

合　　　計

企画・支援委員会関係費

広報･編集委員会関係費

ホームページ関係費

総務委員会関係費

地区プロジェクト補助費

支 しめた会関係費

学術助成金

出 会議費

人件費

の 旅費・交通費

通信費

部 印刷費

交際費

事務費

雑費

福利厚生費

新プロジェクト関係費

創立150周年寄付金

支出合計

次年度繰越金

合　　　計

国際交流支援基金

項  目 2018年決算 2019年１～3月決算 　2019年予算案

前年度繰越金

支出 海外インターンシップ事業

次年度繰越金
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